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「
広
葉
樹
林
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
と
、

そ
れ
に
伴
う
新
た
な
林
業
政
策
の
中
で
出

て
き
ま
し
た
。
単
純
に
言
え
ば
、
針
葉
樹

人
工
林
を
再
び
広
葉
樹
林
に
戻
す
こ
と
を

「
広
葉
樹
林
化
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

背
景
に
は
ス
ギ
花
粉
症
や
行
き
過
ぎ
た

針
葉
樹
人
工
林
化
へ
の
批
判
、
各
県
で
の

環
境
税
導
入
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
広
葉

樹
林
化
は
、
間
伐
手
遅
れ
林
分
を
強
度
に

抜
き
切
り
し
、
税
金
を
投
入
し
て
で
も
広

葉
樹
の
混
交
を
計
り
、
水
土
保
全
や
生
物

多
様
性
保
全
機
能
な
ど
、
森
林
の
多
面
的

機
能
を
維
持
し
た
い
と
い
う
各
県
の
姿
勢

の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、「
広
葉
樹

林
化
」
に
対
す
る
批
判
や
不
安
も
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
人
工
林
化
し
た
林
分
を

な
ぜ
広
葉
樹
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
本
当
に
広
葉
樹
林
化
で
き
る
の
か
、

専
門
家
で
な
く
て
も
疑
問
が
わ
き
上
が
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
先
入
観
を
持
た
ず
に
広

く
文
献
検
索
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
広
葉
樹
林
育
成
に
関
連
す
る
様
々

な
文
献
数
の
変
遷
を
通
じ
て
「
広
葉
樹
林

化
」
の
新
た
な
視
点
を
整
理
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

検
索
に
は
、
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
キ

ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
文
献
を
検
索
す
る
こ

と
が
出
来
る
、
森
林
総
合
研
究
所
が
所
蔵

す
る
文
献
を
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、「
林

業
・
林
産
関
係
国
内
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
以
下F

O
L
IS

）
を
用
い
ま
し
た
。F

O
L
IS

の
収
録
誌
は
国
内
誌
が
中
心
で
、
検
索
に

使
っ
た
デ
ー
タ
は
一
九
七
八
年
か
ら
二
〇

〇
六
年
の
文
献
で
す
。
検
索
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
広
葉
樹
」
を
主
と
し
て
、
そ
の

他
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
の
組
み
合
わ
せ
で
行

い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
文
献
数
か
ら
み
た
広
葉

樹
に
関
す
る
研
究
に
は
明
ら
か
に
流
行
り

廃
り
が
あ
り
、「
広
葉
樹
施
業
」
や
「
天
然

林
施
業
」
が
廃
れ
る
一
方
で
、
最
近
で
は
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「
文
献
か
ら
広
葉
樹
林
化
を
考
え
る
」
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「
多
様
性
」
な
ど
の
論
文
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
（
下
図
）。

そ
れ

に
対
し
、「
不
成
績
造
林
地
」
や
「
間
伐
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
い
く
つ
か
の
ピ
ー

ク
を
示
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
文
献
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。「
広
葉
樹
林
化
」
そ
の
も
の
を
題

名
に
含
む
文
献
は
な
く
、
ヒ
ッ
ト
し
た
文

献
は
、
広
葉
樹
林
施
業
や
針
葉
樹
人
工
林

施
業
で
の
不
成
績
造
林
地
問
題
な
ど
、
広

葉
樹
に
関
わ
る
内
容
を
広
範
囲
に
含
む
も

の
で
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
変
遷
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
文
献
数
は
施
業
や
森
林
管
理
の

時
代
性
を
表
し
て
い
ま
す
。
拡
大
造
林
時

代
に
は
、
ブ
ナ
の
天
然
更
新
な
ど
の
更
新

問
題
が
目
立
ち
、
そ
の
後
に
は
不
成
績
造

林
地
の
問
題
が
編
著

に
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
高
標
高
地
、

多
雪
地
、
サ
サ
密
生

地
な
ど
、
様
々
な
要

因
で
造
林
木
の
成
長

が
不
良
に
な
り
、
不

成
績
造
林
地
に
な
っ

た
と
こ
ろ
は
広
葉
樹

の
侵
入
が
多
く
、
結

果
と
し
て
文
献
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
意
味
、
拡

大
造
林
は
広
葉
樹
林
の
更
新
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
試
し
た
実
験
と
も
解
釈
で
き
ま
す
。

ま
た
人
工
林
と
し
て
成
林
し
た
と
こ
ろ
も
、

実
は
下
刈
り
や
除
伐
で
広
葉
樹
林
化
を
防

い
で
い
た
だ
け
と
も
解
釈
で
き
ま
す
。
広

葉
樹
林
化
は
、
天
然
林
施
業
、
長
伐
期
施

業
、
複
層
林
、
従
来
通
り
の
人
工
林
施
業

な
ど
、
多
様
な
施
業
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
林
分
で
広
葉
樹
林

化
を
行
う
の
か
（
事
前
評
価
）
や
、
経
過

の
検
証
、
失
敗
し
た
場
合
の
対
応
手
段
を

事
前
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
広
葉
樹
林
化
の
様
々
な
キ
ー
ワ

ー
ド
が
時
代
と
共
に
ど
の
よ
う
に
移
り
変

わ
る
の
か
見
守
り
な
が
ら
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図　文献キーワードの年代別変遷


